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• 本事業は、血液製剤の適正使用を推進する観点から、各都道府県における課題とそれに対する取組について調査

研究すると共に、「国土強靱化基本計画」基づき災害時等における輸血用血液製剤の供給体制を整備することを

目的としている。

• 厚生労働省は、血液製剤の適正使用を推進するために、各都道府県に医療機関や採血事業者等の関係者が参加し

て、血液製剤の適正使用を推進する上での課題の認識や手法の検討、実施等の取組を行う合同輸血療法委員会の

設置を推進しているが、先進的な取組を行う合同輸血療法委員会が主体となって当事業を実施し、全国でその取

組を共有することで、効果的な血液製剤の適正使用の方策を推進するものである。

目的

事業概要

血液製剤使用適正化の取組の集積

・適正使用調査会の開催
・適正使用に係る事業の推進

都道府県

都道府県における
合同輸血療法委員会の
設置・活動の活性化

医療機関における
輸血療法委員会の設置推進

積極的関与

【課題】
・300床未満の小規模な医療機関
において廃棄率が高いこと 等
（一般課題）
・大規模災害時等の緊急時におけ
る血液製剤の供給マニュアルが整
備されていないこと（特別課題）

国

研究結果報告

フィードバック

調査・分析等
報告書

合同輸血療法委員会

委

託
受託事業者

課題の募集・選定

課題解決への
取組の実施

血液製剤使用適正化方策調査研究事業の概要 令和８年度第１回適正使用調査会
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医療機関 血液センター

都道府県



令和７年度採択課題一覧
（研究報告書 h t t p s : / /www.mh lw. go . j p / s t f / n ewpage _ 7 4408 . h tm l）
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都道府県名 研究課題名

秋田県
標準的な災害時輸血療法実施マニュアルの策定と整備支援および広域災

害・救急医療情報システム（EMIS）を活用した輸血医療連携

茨城県
「在宅・小規模医療施設における適正・安全な輸血」を確立するため

の好事例掘り起こしと詳細調査

神奈川県
多職種合同カンファレンスと輸血説明動画を活用した輸血療法の質的向

上のための実践的研究

新潟県
血液製剤の廃棄低減に成功した中小規模医療機関の成功要因の徹底分

析

岐阜県
中小規模病院における血液製剤の使用実態の把握と解析を活用した適

正化方策事業の展開

広島県
災害時等における医療機関間の輸血用血液製剤搬送に伴う品質の担保

に関する研究

愛媛県 地域医療における包括的輸血医療連携体制の確立

鹿児島県
鹿児島県医療機関の緊急時災害時の輸血医療体制における現状調査、

および医療機関間連携のための基盤整備



令和７年度 血液製剤使用適正化方策調査研究事業（秋田県合同輸血療法委員会）

標準的な災害時輸血療法実施マニュアルの策定と整備支援および
広域災害・救急医療情報システム（EMIS）を活用した輸血医療連携

秋田県合同輸血療法委員会
代表世話人 小笠原 仁

薬事審議会血液事業部会
令和８年度第１回適正使用調査会
日時：令和８年７月29日（水）
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急性期拠点病院を中心とした 複数の役割分担案について令和8年2月 秋田県健康福祉部医務薬事課
2



調査研究１ 災害時輸血療法実施マニュアル等の策定

1）災害拠点病院以外を中心とした
施設のBCP策定支援

「施設全体として災害時マニュアルは準備している
が、輸血部門での整備はない」
災害拠点病院の46.2％
災害拠点病院以外の施設では35.3％

• 支援相談窓口を設置
• 業務継続計画（BCP）策定研修

受講勧奨

2）標準的な災害時輸血療法実施
マニュアル、アクションカード、関連媒
体等の策定検討

災害医療における初動対応の標準的なフレーム
ワークである「CSCA」の概念を導入し、輸血管理
部門における行動指針を体系化

• マニュアル案項目（重要度・実現
性）分析

• ボトムアップ型アプローチの初期検
討

3）血液製剤の相互融通通知に
関する周知

大雪による道路寸断を想定し相互融通シミュレー
ションを実施

• 通信途絶環境下におけるStarlink 
Direct通信

• 院内調整および意思決定プロセス
にかかるタイムラグの課題

4）広域災害・救急医療情報
システム（EMIS）との連携など

秋田県合同輸血療法委員会、血液センター、お
よび県下の病院が一体となって『包括的な災害時
血液融通協定』を締結することを検討

• 秋田県のすべての病院を対象とした
EMIS入力訓練

5）地域における包括的外傷診療
体制状況等の情報収集と共有

ATRを活用したドクターカー（プレホスピタル）で
のO型赤血球運用の現地視察・実態調査

• 重症外傷、大動脈疾患、重症消
化管出血の多くは秋田大学へ集約
が進んでる

ỉ ṕ Ṗ
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